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○ 施策の概要

1　成果指標

２　投入コスト

評価者 教育文化財部長　　佐々木　聡

総合計画上
の

位置付け
分野 4-(5)　生涯学習 施策の方針 ４-(5)-①生涯学習環境の整備・充実

目標とする
まちの姿

　だれもが手軽に地域の学習資料を利用できる環境が整備されています。教育機関・
企業などとの連携により、多様な学習プログラムが提供され、いつでも自由に学習機会
を選択して学ぶことができ、世代を超えて市民同士がふれあうことができる生涯学習が
推進されています。

47.7

主な取組

（１）豊かな資源を生かした生涯学習の推進
　市民のだれもが、いつでも手軽に学習できる環境を整えるため、生涯学習施設の管
理・運営を充実させます。また、教育機関等・企業との連携により資料の収集及び保存
方法を充実させ、市民の学習資料として提供することにより、質の高い生涯学習を推進
していきます。
（２）多様な生涯学習機会の提供と周知
　人生100 年時代を迎える中で、多世代の多様な生涯学習のニーズに対応するため、
市が主催する学習講座に加え、教育機関・企業や市民団体・地域団体における講座・
イベント等を幅広く紹介し、市民の生涯学習参加の機会の充実を図るとともに、世代を
超えて市民同士がふれあい、交流できる学習交流の機会を提供します。

成果指標① 生涯学習に取り組んでいる市民の割合 出典 市民アンケート調査

初期値 単位 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 備考

達成率 ― 103.7%

成果指標②
市主催の生涯学習事業（講座・イベント）参加
者の満足度

出典
令和３年度講座・イベントアン
ケート集計(鎌倉市生涯学習
推進委員会）

％
44.0

令和2年1月 目標値 45.0 46.0 47.0 48.0 49.0 50.0

実績値 未実施

備考

平成31年4月 目標値 90.2 90.2 90.2 90.2 90.2 90.2

％
90.2

初期値 単位 年次 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

実績値 未実施 79.0%

達成率 ― 87.5%

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

事業費 284,993 272,419

人件費 305,692 320,673

総事業費 590,685 593,092

85



３　担当部評価

　（1）「施策の方針の成果指標」の達成状況等を踏まえた施策の達成状況の分析

　（2）今後の方向性

　（3）施策の方針にひもづく事務事業の評価結果
重
点
事
業

　（4）貢献度に関する分析

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

事業
評価

貢献度
最終
評価

教育-10 社会教育運営事業 2,324 1,517 3,841 現状維持 Ａ 現状維持

教育-26 社会教育運営事業 70 759 829 現状維持 Ａ 現状維持

教育-44 社会教育運営事業 453 5,852 6,305 改善・変更 Ａ 改善・変更

教育-45
吉屋信子記念館管
理運営事業

1,485 6,070 7,555 改善・変更 Ａ 改善・変更

133,766 80,622 214,388 改善・変更 Ａ 改善・変更

教育-47
生涯学習センター推
進事業

4,824 5,852 10,676 改善・変更 Ａ 改善・変更

　令和３年度は新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、より多くの市民の方が安全で安心して
生涯学習センターを気軽に利用できるよう施設のサービス向上とともに、管理・運営の充実に向け、
利用実態や要望などを踏まえつつ取組を進め、市民の生涯学習参加の機会向上に努めた。
　中央図書館を安全に利用できるように、新型コロナウイルス感染対策を講じながら、効果的な資料
収集を図り、市民ニーズに即した貸出業務、インターネット予約などを実施し、市民等が手軽に学習
資料を利用できる環境づくりに努めた。

　令和４年10月から生涯学習センターの管理運営を指定管理者に移行することを予定しているが、円
滑に移行できるよう取組を進めていく。また、市民がいつでも自由に学習機会を選択して学ぶことが
できるよう、生涯学習センターでの現役・若年世代の利用の促進、夜間の稼働率の増加、ICTを活用
した講座等の開設などを進めていく。
　生涯学習センターの管理運営の見直しが所期の目標を達成しているか、検討、取組を進めていく。
　中央図書館については、引き続き、利用者が安全、快適に利用できるよう環境の整備に努めるとと
もに、資料の収集及び保存方法を充実させ、市民の学習資料として提供していく。

　生涯学習センター推進事業は、市民ボランティアである鎌倉市生涯学習推進委員会と協働で講座
やイベントの開設、多様な学習情報を提供するとともに、担い手の高齢化や社会要請に応じた講座
及びICTの活用など多世代の多様なニーズの対応するため、指定管理者制度の導入に向けた取り
組みを進め、質の高い生涯学習推進に寄与した。
　市史編纂事業は、歴史的公文書の選別を着実に実施することで、市の歴史を記録保存する市史編
纂事業のための基礎資料の充実に寄与した。
　図書館管理運営事業は、中央図書館の耐震工事を実施することで安全な生涯学習環境の整備に
貢献するとともに、市民ニーズに即した資料提供を行い、市民等の利用環境の向上に寄与した。

教育-52
図書館管理運営事
業

129,412 215,884 345,296 現状維持 Ａ 現状維持

教育-51 市史編纂事業 85 4,117 4,202 現状維持 Ａ 現状維持

教育-48
生涯学習センター管
理運営事業

86


